
登録番号 作成日　 年 10月12日 大阪鉄道病院

レジメン名 モガムリズマブ＋CHOP療法 対象疾患 ATL(成人T細胞性白血病リンパ腫)

ChemoNavi 治療内容
ｄay 1

薬品名（成分名） 投与量
ポテリジオ(モガムリズマブ) １mg/ｋｇ
オンコビン(ビンクリスチン) 1.4mg/㎡(max 2mg/body) 点滴静注

ドキソルビシン(ドキソルビシン) ５0mg/㎡ ① 生理食塩液 100 ml
エンドキサン(シクロホスファミド) 750mg/㎡ 内服 ルート確保・フラッシュ用
プレドニン（プレドニゾロン） 100mg/body レスタミン 3 錠

アセトアミノフェン200mg 1 錠

アセトアミノフェン300mg 1 錠
点滴開始時に内服

② ソルコーテフ 100 mg
生理食塩液 100 ml

点滴　　30分

③ポテリジオ mg
投与スケジュール 生理食塩液 250 ml

点滴　 2時間
モガムリズマブ＋CHOP療法

1 ２ ３ ４ ５ ６ ･･ ･･ ･･ ･･ ･･ ･･ ２１ ｄay 2 ｄay 3-6
ポテリジオ　1mg/kg ●
オンコビン 1.4mg/m2 ● 内服

ドキソルビシン 50mg/m2 ● 内服 プレドニン 錠

エンドキサン 750mg/m2 ● プレドニン 錠

プレドニン 100mg/body ● ● ● ● ●

点滴静注

① 生理食塩液 ml
ルート確保・フラッシュ用

↓
② グラニセトロン静注バッグ ml

全開
↓

③ オンコビン mg
生理食塩液 ml

全開
↓

④ ドキソルビシン mg
生理食塩液 ml

点滴   30分
↓

⑤ エンドキサン mg
生理食塩液 ml

点滴　  60分

分2朝昼食後

50

備考欄
7サイクル目以降は、モガ
ムリズマブ単独を2コース
行う。

投与時の
注意事項

・ポテリジオのインフュー
ジョンリアクションを軽減さ
せるため、投与30分前に
抗ヒスタミン剤、解熱鎮痛
剤、副腎皮質ホルモンの
前投与を行う。

100

day 2 総投与時
間

day1：2時間40分
day2：1時間50分day 2

day 2-6

血管外漏
出リスク

ﾎﾟﾃﾘｵ(ﾓｶﾞﾑﾘｽﾞﾏﾌﾞ）
：不明
ｵﾝｺﾋﾞﾝ（ﾋﾞﾝｸﾘｽﾁﾝ）
：　壊死性抗がん剤
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
：壊死性抗がん剤
ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ（ｼｸﾛﾎｽﾌｧﾐﾄﾞ）
：炎症性抗がん剤

352 2022

投与
サイクル

数
6サイクル

投与日
day 1
day 2

治療日

50

50

250

分2朝昼食後


